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特別支援教育コーディネーター 土井 涼平



聴覚障がい教育部門の校区



新生児聴覚スクリーニング検査

先天性聴覚障がい児の生まれる確
率は、1000人に１人～２人と言わ
れている。
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難聴児の発見
（新生児聴覚スクリーニング検査）

～初回相談･療育の開始～
・聴力測定
・補聴器の選択（補聴器店と共に検討）
・手帳の申請、補装具の申請についての説明
・軽度・中等度難聴児補聴器助成制度についての説明
・子どもの実態と療育の必要性についての説明

～案内･連絡～
・医療・行政機関から保護者へ乳幼児相談室の案内
・保護者（保健師・看護師・医師など）から乳幼児相談室
へ連絡



→学校と家庭、関係機関が連携
し、安定した親子関係を育み、
乳幼児の全体的な発達を促す支
援をする。

→ことばの獲得の素地を作るな
ど、その特性に応じた専門性に
基づく支援をする。

→関係機関との連携を図り、早
期発見･早期療育の啓発に努め
る。

乳幼児相談室の目標



乳幼児相談室の活動

◎個別相談(週１回から月１回程度)

→個々の子供の状態や親子のニーズ

に応じて設定し、様々な活動を通し

て、子供の発達全般や育児全般につ

いて具体的に支援する。

→聴力測定や行動観察を通して聴力

を把握し、補聴器のフィッティング

を行う。

→保護者のニーズに応じた情報提供

を行う。



◎グループ活動

（週１回程度、親子一緒の活動）

→保護者同士の絆を深め、心理的
な安定を図り、自信を持って主体
的に子育てができるようにする。

→子供の発達段階や時期（季節・
行事）を考慮し、自由遊び、設定
遊びなどの活動を行い、親子で十
分関わりながら遊ぶことができる
よう配慮する。



◎保護者講座

→子供との関わり方や育児、生
活習慣、特別支援教育などにつ
いての最新の情報について理解
を深めるために行う。

→聴覚障がい児を育てる家族
（父親、祖父母、親戚）に聴覚
障がいについての理解を促し、
協力を得るために行う。（聴覚
障がい児を育てた親、姉妹、本
人、先生などから）



本校聴覚障がい教育部門の沿革

平成26年３月31日 釧路聾学校 閉校
平成26年４月 １日 「北海道釧路鶴野支援学校」開校

（釧路市鶴野58番92 旧釧路西高校跡地）
乳幼児相談室、幼稚部、小学部、中学部（聴覚障がい教育部門）

聴覚障がい教育部門 詳細

学部 幼稚部 小学部 中学部 合計

学年 ３歳 ４歳 ２年 ５年 ６年 １年

人数 １人 ２人 ２人 １人 ２人 １人 ９人

2026年４月１日現在



・平成31年度 幼稚部４歳

・令和２年度 中学１年生

小学５年生

幼稚部４歳

・令和３年度 中学１年生

・令和５年度 中学１年生

小学３年生

・令和７年度 小学６年生

・令和８年度 幼稚部３歳

中学１年生

近年における本校への入学・転入状況



聾学校

（釧路鶴野
支援学校聴
覚部門）

両耳の聴力レベルがおおむね60デシベル以上
のもののうち、補聴器等の使用によっても通
常の話声を解することが不可能又は著しく困
難な程度のもの

聾学校(釧路鶴野支援学校聴覚部門)就学基準



幼稚部 【３歳～５歳】
目標

・言葉の素地を養い、相手とやり取りしたいという気持ち
を育む。

・対話を通して、自ら学ぶ姿勢を育む。

・物事を素直に感受し、喜びや悲しみを共感できる心情を
育む。

・健全な心身の基礎を育む。



１ 各教科

２ 特別の教科道徳
３ 外国語活動、外国語
４ 総合的な学習の時間
５ 特別活動
６ 自立活動

教育内容（特別支援学校小学部の例）

小学校の各教科
の目標や内容に
準ずる

障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服

するために特別支援学校等において特別に設けられた領域



小学部 【1年生～6年生】
目標

・言語力を育み、自分の思いや考えを正しく伝える力を養
う。

・分かる喜びを味わわせ、主体的に学びに向かう力を養い、
確かな学力を身に付ける。

・集団活動や遊びに参加することで、地域や他者との関わ
りを楽しみ、社会性を養う。

・健康で安全に生活する習慣を身に付けるとともに、体力
の向上を図る。



中学部 【1年生～3年生】
目標

・言語力を高め、他者と思いや考えを伝え合える力を養う。

・自分の将来を見据え、主体的に問題解決できる生徒を育て
る。

・思いやりの心を育て、他者や地域とつながるためのコミュ
ニケーション能力や社会性を養う。

・健康の維持や体力の向上を図ろうとする意識を高め、その
ための生活習慣を身に付ける。



中学部卒業後の進路概要



Ａさん

３歳５か月で自閉症スペクトラム障がい
の診断を受ける。

４歳９か月のとき高度難聴が判明、補聴
器装用開始。年度途中から本校に入学。

聴覚障がいと自閉症は、特性に似ているところがあり間違われることがある。

聴覚障がいと自閉症は、特性に似ていると
ころがあり間違われることがある。

本校における事例から



聴覚障がいがもたらす様々な問題



・網走管内の一部 ・釧路管内

小学校 ２校 小学校 ６校

・根室管内 中学校 ２校

小学校 ４校 幼稚園保育園 ２校

中学校 ３校

義務教育学校 １校 計 ２０校

特別支援教育ﾊﾟｰﾄﾅｰ・ﾃｨｰﾁｬｰ派遣事業、
巡回相談

20校のうち半分以上が軽度
難聴、片耳難聴の子どもの支
援となっています。

近年は特に増えています。

2026.4.1現在



聴覚障がいへの対応

(１)聴覚の改善（補聴器、人工内耳など）

(２)聞こえの環境整備

(３)コミュニケーション手段

(４)専門的な指導や支援





・音は聞こえるが、言葉は聞き取れない

・言葉は聞き取れるが、意味は理解できない

「聞こえる」ことと
「理解できる」こと

☆言葉の意味を理解するため
には、音の意味を理解する
必要がある。
☆生活経験や様々な体験を通
して、言語概念や語彙を豊
かにする必要がある。



電 話：0154ー57ー9013（幼少中学部直通）

ファックス：0154ー57－3390

電子メール:tsurunoshien-z0@hokkaido-c.ed.jp

担当：幼小中学部教頭 林 秀智

特別支援教育コーディネーター 土井涼平

小田悠貴

近藤友美

北海道釧路鶴野支援学校
聴覚障がい教育部門教育相談



ご清聴ありがとうございました
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